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   第16 号（2022 年12 月23 日） 
 
【学年通信は保護者の方にも見せてください】 

 

◆冬休みの学習目標 

 

 

 

 

 いよいよ冬休みです。冬休みは短く、年末年

始を挟んでいるため、それゆえに年末の家事手

伝いや掃除、正月くらいゆっくりしたい――と

いったことから、結局何もせずに１月の登校を

迎えてしまうことになりかねません。もちろん

年末の家事手伝い、掃除、特に 2022 年は高校

入試でお世話になり合格へとサポートしてくれ

た周囲の人々への感謝を伝える、そして新年を

気持ちあらたに迎えるため心を落ち着かせるこ

と――それらはどれも大切なことではあります。

しかし、それと日々の学習をコンスタントに取

組み続けることとは別のもので、両立につとめ

ましょう。今号の裏面には、冬休みの宿題を一

覧にまとめてあります。これはあくまで最低限

やるべき事であって、その上で取り組むべき学

習は人によって異なるはずです。1 /10(火)の

授業再開までの間に必ずこれはやっておくの

だ！というもの（冬休みの宿題以外で！）を、

上の      内に記入してから、いつものよ

うに保護者の方に学年通信を見せてください。 

 

◆11月模試返却、後期中間考査の成績票返却 

 12/16(木)に、ベネッセ 11 月模試の成績返却

があり、担任の先生から成績資料の見方につい

て説明してもらいました。今号の学年通信では、

GTZを用いた現在地確認について説明します。 
 

【大前提】 

１）３教科GTZ でＳゾーンを維持しよう！ 

   └→ 京阪神をめざすために必要 

２）３教科GTZ でA2 までに入っておこう！ 

   └→ 大阪公立大をめざすために必要 
 

 

１）について、京阪神大をめざすために、３

教科総合のGTZでS1～S3を維持しましょう。

これは、生野生の多くに求められる水準です。

２）について、大阪公立大をめざすために、GTZ

で A2 までに入っておきましょう。これは、生

野生のほとんどに求められる水準です。 

次に、前回７月模試のGTZでA2以上だった

人と、A3 以下だった人に分けて説明します。

前回７月模試の GTZ は、前回の模試成績資料

かベネッセのマナビジョンで確認しましょう。 
 

 

 

→この調子です！今の勉強スタイルが自分に 

あっていてよく噛み合っています！学力は 

日々の取り組みを怠ると低下します。新し 

い内容を学びながら学力水準を維持できて 

いるのは、キープ＝向上ととらえて構いま 

せん。よく頑張っています！ 
 

 

 

→今の勉強スタイルでは不十分です。以前は 

やっていたのに、最近は手を着けずに放置 

してしまっている教科や勉強内容はありま 

せんか？ 

→このうち今回A3以下へダウンしていた 

人は、本当に要注意です。冬休みに強く 

意識して挽回に努めましょう。 
 

 

 

 →この調子です！今の勉強スタイルが自分に 

  あっているので継続してください。試行 

悉  有 
しつう 学年通信 

前回のGTZ がA2 以上だった人で 
11 月も同じかそれ以上のGTZ だった人 

前回のGTZ がA2 以上だった人で 

11 月は前回未満のGTZ だった人 

前回７月模試でGTZ がA3 以下だった人で 

11 月はA2 以上にアップしている人 



錯誤しながら、自分に適した学習スタイル 

にたどり着けたというところでしょうか。 

今後は向上をめざしつつ、A2のラインは 

保てるよう取り組み続けてください。 
 

 

 

→頑張ってA2ラインに到達できるよう、冬休 

みに挽回を期してください。まずは土台部 

分（基礎内容）において穴があいてしまっ 

たまま１月を迎えることがないよう、休み 

中は復習に努めましょう。 

 

◆基礎固めのために 

 全員に当てはまることではありますが、A2

ラインに届いていない人が特に必ず取り組んで

おくべきなのが、問題の解き直しです。後期中

間考査の答案は手元にまとめてありますか？今

日までの間に、その解き直しはどれくらい進ん

でいますか？ベネッセ模試の３教科総合の

GTZでA2ラインを切ってしまうと、２年・３

年では挽回するのに多くを費やしてしまい、そ

こから完成へ伸ばしていくのが間に合わなくな

ります。２年１月が大学入試本番１年前です。

そこから伸ばしていく際に、２年までで一旦下

がってしまった水準から伸ばしていくのと、下

がらずに推移してきた水準から伸ばしていくの

とでは、同じ伸び率であっても、最終の到達水

準が異なってきます。同じ伸び率であっても、

不利な展開と有利な展開に分かれてしまい、そ

の分かれ目が【１年 → ２年で下がってしまっ

たか、下げずに維持してきたか】なのです。勿

論、めざすべきは後者の展開です。３年次の、

伸び始めのスタート地点を、１・２年次に後退

させてしまっては本当に勿体ない。 

 ここで、塾に通い始めたり授業動画を視る時

間を増やしたりすることは、ほとんどの人にと

って不要です。このような、インプットの時間

を増やせば成績が上がるという考えは正しくあ

りません。現在の成績は、ここまでの学校での

授業内容をどれくらいきっちり消化・吸収でき

ているかが現れていると考えてください。消化

不良の状態でさらにインプットを増やしたとこ

ろで、成績はあまり改善されません。そもそも

塾や動画で改めてインプットが必要な人は、学

校の授業でのインプットに重きを置いてこなか

ったということに他なりません。年明けからは

授業や指示された課題、毎回の小テストにしっ

かり取り組み、インプットのために改めて時間

を割かなければならない、二度手間な状態から

脱出しましょう。 

冬休みにぜひやるべきは、後期中間考査の問

題を解き直すこと、可能であれば 11 月模試の

問題を解き直すこと。そして、冬休みの宿題を

きっちりと仕上げること。ここまでの学校での

授業内容を整理し、演習で使ってみて、定着さ

せる――インプット多めの普段の授業期間に対

し、冬休みはアウトプットに意識を置いて学習

しましょう。学習時間調査で「塾や動画で授業

を受けている時間を除く」としているのは、こ

のような意味を含んでいるのです。インプット

は大前提ではありますが、インプットだけで学

力は伸びません。必ず適度なアウトプットが求

められます。解き直しと宿題はしっかりと――

そして後期授業の復習も進めておきましょう。 

入学当初から成績水準を維持できている人

は、下げてしまわないよう維持に努めてくださ

い。勿論もっと高みをめざすことは大歓迎です。

入学当初から水準を下げてしまっている人は、

まずは入学時の学力水準にまで戻していきまし

ょう。そのためには、まとめると、次のように

なります。 
 

３）目標ライン（Ｓゾーン or A2 ライン）に 

  入っておくこと！ 

４）そこから下げてしまわないこと！ 
 

 最後に、各教科の GTZ を見てください。例

えば“数学はS2だけど英語はA1”というよう

に、教科間で GTZ に２ランク以上の差があれ

ば、教科バランスが悪い状態と言えます。これ

は３教科総合がＳゾーンの人においても要注意

な点で、１年のこの時期は、バランスよく学力

を伸ばしていくことを意識してください。後に、

このバランスの良さが強みになります。 

 みなさんの頑張りが、１月進研模試で確認で

きることを楽しみにしています！ 

前回７月模試でGTZ がA3 以下だった人で 
11 月もA２ラインに届いていない人 



 

◆寝正月にしない！ 

 年末年始くらい…と、テレビや動画三昧で生

活リズムを崩してしまうと、冬休みはあっとい

う間に霧散してしまいます。特に冬休みを堕落

に貶める最大の原因（と、私が考えている）が、

「寝正月＊」です。「元日くらい…」が「３が日

くらい…」になり、「最初の１週間くらい…」と

なって、その後の破綻をもたらすのが「寝正月

堕落」の基本パターンです。適度な骨休みは必

要ですが、堕落の意味での寝正月にしてしまわ

ないための秘策として、元日午前中の外出をお

勧めします。初詣でもいいし、親戚や周囲の人

への挨拶でもいいし、近所のお散歩でも構いま

せん。ちなみに私（高崎）の場合、元日午前中

は高野山か比叡山にいることがほとんどです。

もちろん、一緒に暮らしている方々との慣習に

よっては、午前中はみんなで新年の顔合わせな

ので外出が難しい――といったケースもあるか

もしれませんが、そこは柔軟にとらえてくださ

い。“正月１日の午前中から始動！”というのが

狙いです。 
＊寝正月 

 正月の休みにどこにも行かず寝てすごす 

こと。また、病気で新年に寝ている場合も 

縁起をかついでいう。 （『広辞苑』第７版） 
 

 この学年通信では、冒頭の「寝てすごす」

正月の意味で使用しています。 

 

 

◆スケジュール帳を各自で準備してください 

 2022年度のスケジュール帳は、入学時に学年

費で購入し、全員に学校指定のものを渡しまし

た。提出物や授業の予定確認だけでなく、自分

の自主学習の組み立てや学習の記録に活用して

いることと思います。 

提出物や予定の自己管理能力は、複雑さをき

わめる大学入試の場面において不可欠なもので

あることを、４月のオリエンテーションで説明

しました。１年次ではその導入として全員に同

じ手帳を使ってもらいましたが、２年次以降は 

 

 

 

自分に合ったものを各自で準備してください。

４月始まりの手帳は年明けから書店等で販売さ

れます。 

 

 

◆当面の予定と年度末までの大まかな予定 

12/24(土)～27(火) ＳＳＨサイエンスツアー 

【種子島・屋久島】 

＊12/29(木)～1 / 3(火) 学校閉庁日 

2023年 

1 / 5(木) ３年生の授業スタート 

 10(火) １・２年生の授業スタート 

 14(土)・15(日) ３年生 共通テスト 

 16(月) １・２年生 進研模試 

３年生 共通テストリサーチ 

 18(水) ５限がLHRに変更 

→ 韓国泳薫
ヨ ン フ ン

高校との交流会 

 19(木) ５限がA水５に変更 

 27(金)午後 クイズ大会イクノック！（仮称） 

 

2 / 2(木)午後 SSH・探究Ⅱ成果発表会 

  6(月) 後期期末考査２週間前突入 

 16(木)LHR 学年集会（修学旅行の概要説明） 

 20(月)～27(月) 後期期末考査 

3 / 6(月) １・２年生 登校日（答案返却） 

  9(木)午前 新学年の教材購入日 

     午後から高校入試準備のため登校禁止 

  ＊9(木)午後～19(日) 登校禁止期間 

22(水) １・２年生登校日（後期終業式） 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

３月の入試、４月の入学から約９か月間。

2022 年、ひとまずはお疲れさまでした。77 期

生のみなさんと（概ね）楽しい時間を過ごせて、

１年生は、まずまずのスタートであったと思い

ます。 

 それでは、よいお年を！ 



 

■□■□■□ 冬休みの宿題 □■□■□■ 

 

【 国 語 】 

▶言語文化 

（１）「プログレス古典」 古文11・12、 

漢文９・10 

（２）読書レポート課題 

▶現代の国語（冬休み明けに課題テストあり） 

【冬休み課題】 

「基礎現代文」 26 と p.50,51,78,79 

 提出は各担当の指示に従うこと。 

【オンライン課題 後期前半課題】 

「基礎現代文」21、23、24、25、26 ぶん 

 締め切り…2022年12月31日 23:59 

  ※ 25まではすでにやっている人が多い（と信じている） 

 

【 英 語 】 

▶英語Ｒ 

学習ノート 

→ Reading 2, Lesson10 を仕上げる。 

English Central Lesson10 を仕上げる。 

▶英語Ｇ 

Ｒのクラスルームで配信のGoogle Form 

課題を仕上げる。 

 

【 数 学 】 

 青チャートの37題について、答え合わせ 

までして、１月１６日（月）ベネッセ模試の 

日に数学Ⅰaの授業担当者に提出すること。 

取り組む問題の表については、理数数学Ⅰaの 

授業内に配付されています。 

 

【 理 科 】 

▶化学 

・冬休みのレポート課題 「元素の探究」 

今まで理数化学で学習した元素のうち１つ

選び、その元素について、ノート１ページに 

見やすく、分かりやすくまとめる。参考文献を

明記すること。(wikipediaは不可) 

 

 

 

▶生物 

・冬休みのレポート課題 

「人間活動と環境への影響」 

・教Ｐ204～211を読んだうえで、①～④の 

テーマから一つ選び、課題用紙（Ｂ５で１枚） 

にまとめてください。図やwebページの内容 

を引用してもよいが、引用先を明記すること。 

 

【 地歴公民 】 

▶歴史総合（日本史） 

後期中間試験の復習プリント 

提出は授業担当者から指示あり。 

（１月の初回授業が最終提出） 

 

【 保健体育 】 

▶保健Ⅰ 

 教科書Ｐ46・47、ノートＰ32・33の 

「16．感染症の予防」について、時事保健 

ノートの後ろ（夏の宿題の続き）に、見開き 

１ページ（Ａ４片面２枚）以上でまとめる。 

独自に調べたことも記載し、丁寧に取り組む 

こと。 

 

【 芸 術 】 

▶美術Ⅰ（美術Ⅰ選択者のみ） 

 わたしたちの生き方を規定しているかもしれ

ない即物的世界観・既成観念・記号的世界観か

らの解放への一助としての読み物を配付しまし

た。冬休み明けに配付するレポートで、表現や

人生選択に必要な認識の在り方＝世界観で、自

由とは何かを模索しましょう。 

 


